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『
方
丈
記
流
水
抄
』
の
本
文
に
つ
い
て

一
　
は
じ
め
に
　

　

元
禄
よ
り
享
保
期
に
活
躍
し
た
和
学
者
で
、『
書
言
字
考
節
用
集
』

の
著
作
で
も
知
ら
れ
る
槇
島
昭
武
の
著
し
た
『
方
丈
記
流
水
抄
』（
以

下
、版
本
『
流
水
抄
』
及
び
『
流
水
抄
』
と
略
称
）
上
下
二
巻
二
冊
は
、

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
の
自
序
を
有
し
、享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

に
刊
行
さ
れ
た
。
近
世
に
刊
行
さ
れ
た
『
方
丈
記
』
注
釈
書
の
最
後

の
も
の
で
、
諸
注
の
集
大
成
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る（
１
）。

　

版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
は
、
略
本
で
は
な
く
、
広
本
の
流
布
本

系
で
あ
り
、
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
を
主
と
し
つ
つ
、
そ
こ
に
そ
の

異
本
注
記
と
正
保
版
本
の
本
文
を
取
り
込
ん
だ
一
種
独
特
な
も
の

で
、
そ
の
行
間
に
は
多
く
の
異
本
注
記
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
江

戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
方
丈
記
』
の
版
本
と
諸
注
釈
書
の
本
文
は
流

布
本
の
系
統
で
、
古
態
の
本
文
を
伝
え
る
古
本
系
と
の
相
違
と
し
て

は
、
①
元
暦
の
大
地
震
の
条
に
、
築
地
の
下
で
遊
ん
で
い
た
武
士
の

一
人
っ
子
が
圧
死
す
る
哀
話
が
あ
る
こ
と
、
②
草
庵
描
写
が
説
明
的

で
、
庵
内
の
家
具
や
道
具
類
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
③
閑
居
の
気
味

を
誇
示
す
る
部
分
に
「
大
方
、
世
を
の
が
れ
…
…
折
々
の
美
景
に
残

れ
り
」
の
一
節
が
あ
る
こ
と
、以
上
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
は
、
正
保
版
本
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
に
大

福
光
寺
本
（
ま
た
は
そ
の
転
写
本
）
と
、
三
条
西
家
本
あ
る
い
は
そ

れ
に
近
い
本
文
を
校
合
し
た
も
の
で
、
流
布
本
系
と
古
本
系
と
を
任

意
に
折
衷
し
た
形
に
な
っ
て
い
る（
２
）。

但
し
、草
庵
描
写
に
つ
い
て
は
、

古
本
系
の
本
文
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
。

　

研
究
史
を
確
認
し
て
お
く
と
、
こ
れ
ま
で
『
流
水
抄
』
の
本
文
に

言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
小
川
寿
一
「
刊
本
方
丈
記
書
史
」
に
「
本

文
も
正
保
板
本
に
よ
つ
た
在
来
の
も
の
と
は
異
つ
て
扶
桑
拾
葉
集
本

な
ど
に
よ
つ
て
校
訂
し
て
ゐ
る（
３
）」、
川
瀬
一
馬
校
注
『
新
註
国
文
学
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叢
書　

方
丈
記
』
解
説
に
「
扶
桑
拾
葉
集
本
を
基
に
し
て
ゐ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
が
、
寛
永
刊
本
等
を
も
比
校
に
用
ひ
て
ゐ
る（
４
）」

と

あ
る
。
ま
た
、
浅
見
和
彦
「『
方
丈
記
』」
に
は
「『
流
水
抄
』
の
本

文
は
全
体
と
し
て
は
流
布
本
に
近
い
が
、
扶
桑
拾
葉
集
本
や
三
条
西

家
本
に
近
い
特
徴
を
見
せ
て
お
り
、
あ
る
種
の
接
合
本
文
で
あ
る
可

能
性
も
高
い
」、「『
流
水
抄
』
が
異
本
校
合
に
使
用
し
た
『
方
丈
記
』

が
複
数
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
独
自
本
文

を
持
っ
た
『
方
丈
記
』
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
決
定
し
か

ね
る（
５
）」
と
見
え
る
。

　

一
方
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
加
賀
文
庫
に
蔵
さ
れ

る
『
方
丈
記
流
水
抄（
６
）』（

以
下
、
加
賀
本
と
略
称
）
一
巻
一
冊
の
奥

に
は
「
元
禄
十
丁（
マ
マ
）

巳
歳
／
五
月
廿
日　

於
武
州
江
戸
／
馬
指
堂
書
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
版
本
『
流
水
抄
』
の
未
定
稿
の
状
態
を
示
す
写
本

で
あ
る
。
書
写
者
の
馬
指
堂
は
、
近
江
膳
所
藩
士
で
蕉
門
俳
人
、
菅

沼
曲
翠
（
曲
水
）
の
別
号
で
、
同
じ
く
膳
所
藩
の
本
多
家
に
江
戸
詰

め
で
出
仕
し
て
い
た
昭
武
か
ら
、
完
成
前
の
草
稿
本
を
借
り
て
写
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。拙
稿「
加
賀
文
庫
蔵
写
本『
方
丈
記
流
水
抄
』

考
―
―
芭
蕉
周
辺
の
方
丈
記
享
受
に
つ
い
て
―
―（
７
）」

で
は
、
加
賀
本

と
版
本
『
流
水
抄
』
と
の
本
文
の
異
同
を
考
察
し
、版
本
『
流
水
抄
』

の
本
文
が
加
賀
本
祖
本
を
底
本
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
加
賀
本
の
本
文
は
、
正
保
版
本
に
最
も
近
い
も
の
の
、
そ
こ
に

は
文
意
の
不
明
瞭
な
、
表
現
の
拙
い
と
思
わ
れ
る
独
自
本
文
や
古
本

系
諸
本
に
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
古
本
系
と
流
布
本
系
が
恣
意
的

に
混
成
さ
れ
た
本
文
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
の
崩
れ
が

顕
著
で
あ
る
た
め
、昭
武
は
加
賀
本
祖
本
の
本
文
を
版
本
『
流
水
抄
』

に
は
踏
襲
せ
ず
、
新
た
に
扶
桑
拾
葉
集
本
を
底
本
に
据
え
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

本
論
で
は
、
版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
の
実
態
を
具
体
例
を
挙
げ

つ
つ
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
『
方
丈
記
』
研
究
で
は
、
江

戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
古
注
釈
書
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
、
詳
し

い
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
考

察
が
、
長
明
の
原
作
『
方
丈
記
』
の
本
文
の
復
元
や
古
本
系
と
流
布

本
系
の
分
岐
を
探
る
試
み
に
直
接
は
関
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、『
方
丈
記
』
の
享
受
史
の
構
築
を
目
指
し
て
、
そ
の

本
文
の
変
容
か
ら
古
注
釈
書
の
生
成
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

二  

『
流
水
抄
』
の
本
文
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
一
致

　

で
は
、
版
本
『
流
水
抄
』
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ

の
本
文
に
扶
桑
拾
葉
集
本
と
正
保
版
本
を
加
え
て
、
計
三
本
の
本
文

を
比
較
し
た
い
。
こ
れ
ら
三
本
は
い
ず
れ
も
流
布
本
系
に
属
し
て
お

り
、
三
本
の
間
で
共
通
し
て
い
る
本
文
も
相
当
に
広
く
見
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

　

①
『
流
水
抄
』
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
が
一
致
し
、
正
保
版
本

の
み
異
な
る
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②
『
流
水
抄
』
と
正
保
版
本
の
本
文
が
一
致
し
、
扶
桑
拾
葉
集
本

の
み
異
な
る

　

③
正
保
版
本
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
が
一
致
し
、『
流
水
抄
』

の
み
異
な
る

　

④
正
保
版
本
・『
流
水
抄
』・
扶
桑
拾
葉
集
本
の
三
本
の
本
文
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る

と
い
う
右
の
四
通
り
で
あ
る
。『
流
水
抄
』
の
本
文
が
、
①
は
扶
桑

拾
葉
集
本
に
特
徴
的
な
本
文
及
び
古
本
系
統
の
本
文
に
一
致
し
、
②

は
正
保
版
本
に
代
表
さ
れ
る
流
布
本
系
統
の
本
文
に
一
致
す
る
場
合

で
あ
る
。
そ
し
て
、
残
る
③
と
④
と
が
、『
流
水
抄
』
に
特
徴
的
な

本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
草
庵
描
写
の
部
分
を
除
い
た
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
①

が
六
十
八
例
、
②
が
四
十
八
例
で
あ
り
、
本
文
の
相
違
も
①
の
ほ
う

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、『
流
水
抄
』
の
本
文
は
正
保
版
本
よ
り
も
扶

桑
拾
葉
集
本
か
ら
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
こ

こ
で
は
①
の
本
文
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
提
示
し
つ
つ
検
討
す
る
。

以
下
、
版
本
『
流
水
抄
』
を
「
流
」、
正
保
版
本
を
「
正
」、
扶
桑
拾

葉
集
本
を
「
扶
」
と
略
称
し（
８
）、

そ
の
他
の
諸
本
に
つ
い
て
は
青
木
伶

子
編
『
広
本
略
本　

方
丈
記
総
索
引（
９
）』
の
略
号
に
準
ず
る
。「
西
」

は
三
条
西
家
本
『
方
丈
記
』、「
大
」
は
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
で

あ
る
。

①
「
流
」
と
「
扶
」
の
本
文
が
一
致
し
、「
正
」
の
み
異
な
る

　

【
本
文
１
】
正　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　

流　

或
・
・
は
去
年
やや
け
て
イ
ぶ
れ
て
こ
と
し
は
つ
く
り

（
上
九
ウ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

あ
る
・
ハ
去
年
や
ふけ
て
イれ

て
今
・
年
ハ
作れ
り
イ

・
り

　
　
　
　
　
　

西  

あ
る
ひ
は
こ
そ
や
ふ
れ
て
こ
と
し
・
つ
く
り

　

【
本
文
２
】
正　

仁
和
寺
に
・
・
・
・
・
・
・
隆
曉
法
印
と
い
ふ

人

　
　
　
　
　
　

流　

仁
和
寺
に
慈
尊
院
の
大
蔵
卿
隆
暁
法
印
と
い
ふ

人
（
上
二
十
二
ウ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

仁
和
寺
に
慈
尊
院
の
大
蔵
卿
隆
暁
法
印
と
い
ふ

人

　
　
　
　
　
　

西　

仁
和
寺
に
慈
尊
院
の
大
蔵
卿
隆
暁
法
印
と
い
ふ

人

　

【
本
文
３
】
正　

其
・
心
ざ
し
ま
さ
り
て
・
・
・
ふ
か
き
・
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
ら
ず
・
・
・
・
・
死
・
す

　
　
　
　
　
　

流　

其
・
お心
さ
し
イ
も
ひ
ま
さ
り
て
心
ざ
し
ふ
か
き
・
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

必
・
・
・
さ
き
だ
ち
て
死
しす
イ

ぬ
（
上
二
十
二
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

其
・
思
・
ひ
ま
さ
り
て
志○

・イ
無・

ふ
か
き
・
は

　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
ら
す
さ
き
た
ち
て
死
・
ぬ

　
　
　
　
　
　

大　

ソ
ノ
ヲ
モ
ヒ
マ
サ
リ
テ
・
・
・
フ
カ
キ
物
・

　
　
　
　
　
　
　
　

必
・
・
・
サ
キ
タ
チ
テ
死
・
ヌ

都
に
お
け
る
住
居
の
無
常
を
述
べ
た
【
１
】
は
、
流
布
本
系
に
は
存
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し
な
い
古
本
系
諸
本
に
の
み
見
え
る
一
文
で
あ
る
。
扶
桑
拾
葉
集
本

と
『
流
水
抄
』
の
本
文
は
、
三
条
西
家
本
の
本
文
に
最
も
近
く
、
ま

た
、
本
文
本
行
の
「
や
ぶ
れ
て
」
に
傍
記
さ
れ
た
「
や
け
て
イ
」
は

大
福
光
寺
本
の
本
文
に
一
致
す
る
（
（（
（

。【
２
】
は
、
養
和
の
飢
饉
の
際
、

死
者
の
額
に
阿
字
を
書
い
て
鎮
魂
供
養
し
た
隆
暁
法
印
を
紹
介
し
た

一
節
で
、『
流
水
抄
』
の
本
文
は
、
三
条
西
家
本
・
扶
桑
拾
葉
集
本

に
共
通
の
本
文
で
あ
る
傍
線
部
「
慈
尊
院
の
大
蔵
卿
」
を
踏
襲
し
て

い
る
。
こ
の
他
に
も
、
上
十
オ
「
お
よ
そ
物
の
心
を
し
れ
り
し
よ
り

こ
の
か
た
」（
正
は
「
こ
の
か
た
」
な
し
）
や
上
十
五
ウ
「
西
南
海

の
所
領
を
の
ミ
願
ひ
」（
正
は
「
の
ミ
」
な
し
）、
下
十
六
ウ
「
魚
に

あ
ら
ざ
れ
ば
そ
の
心
を
いし
ら
す
イ

か
で
か
し
ら
ん
」（
正
は
「
し
ら
ず
」）
な

ど
の
傍
線
部
は
、
三
条
西
家
本
に
特
徴
的
な
本
文
が
扶
桑
拾
葉
集
本

を
介
し
て
『
流
水
抄
』
に
も
取
り
込
ま
れ
た
事
例
で
あ
る
。
同
じ
く
、

養
和
の
飢
饉
の
惨
状
を
述
べ
た
【
３
】
は
、『
流
水
抄
』
の
本
文
が
、

古
本
系
と
流
布
本
系
を
任
意
に
混
成
し
た
扶
桑
拾
葉
集
本
の
独
自
本

文
に
一
致
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
混
成
本
文
と
し
て
は
、
上

二
十
五
ウ
「
若
を
の
づ
か
ら
身
か
ず
な
ら
ず
し
て
」（
以
下
、
傍
線

部
は
大
福
光
寺
本
の
本
文
に
、
波
線
部
は
正
保
版
本
の
本
文
に
一
致

し
、
他
は
両
者
に
共
通
の
本
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
や
下
十
五
オ

「
野
辺
の
つ
ば
な
、
嶺
の
こ
の
ミ
、
わ
づ
か
に
命
を
つ
ぐ
ば
か
り
也
」、

下
十
六
オ
「
む
か
し
と
今
と
を
た
く
ら
ぶ
る
斗
也
」
な
ど
の
例
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

以
上
、
右
の
【
２
】
と
【
３
】
で
見
た
よ
う
に
、
版
本
『
流
水
抄
』

の
本
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
扶
桑
拾
葉
集
本
に
見
え
る
三
条
西
家
本

の
要
素
に
加
え
て
、
古
本
系
と
流
布
本
系
を
任
意
に
混
成
し
た
独
自

本
文
を
摂
取
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
版
本
『
流
水
抄
』
と
正
保
版
本
で
は
、
多
く
の
漢
字
に
振

り
仮
名
が
施
し
て
あ
り
、
そ
の
振
り
仮
名
の
相
違
で
注
目
す
べ
き
も

の
を
、
以
下
に
掲
げ
る
（
各
巻
の
丁
数
は
『
流
水
抄
』
に
よ
る
。
振

り
仮
名
は
、
棒
線
の
上
が
版
本
『
流
水
抄
』、
下
が
正
保
版
本
）。

　

［
上
巻
］　

十
一
オ
病
人
（
や
ま
う
ど
―
び
や
う
に
ん
）　

十
五
オ

官
位
（
つ
か
さ
く
ら
い
―
く
わ
ん
ゐ
）　

十
六
オ
新
都
（
い
ま

の
み
や
こ
―
し
ん
と
）　

十
八
オ
御
殿
（
み
と
の
―
ご
て
ん
）　

二
十
オ
乞
食
（
か
た
ゐ
―
こ
つ
じ
き
）　

二
十
一
オ
路
頭
（
み

ち
の
ほ
と
り
―
ろ
と
う
）　

二
十
五
オ
大
地
震
（
な
ゐ
―
ぢ
し

ん
）　

二
十
六
オ
妻
子
僮
僕
（
つ
ま
こ
つ
ぶ
ね
―
さ
い
し
ど
う

ぼ
く
）　

　

［
下
巻
］　

二
オ
三
十
余
年
（
み
そ
し
あ
ま
り
―
よ
ね
ん
）　

十
四

オ
直（
す
ぐ
―
す
な
ほ
）　

十
六
オ
浮
雲（
う
き
く
も
―
ふ
う
ん
）

　

十
九
オ
貧
賤
の
報
（
は
う
―
む
く
ひ
）

こ
の
よ
う
に
版
本
『
流
水
抄
』
は
、
正
保
版
本
に
比
べ
て
、
漢
字
に

古
訓
な
ど
別
の
読
み
を
宛
て
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
加
賀
本
に
も

墨
ま
た
は
朱
に
よ
る
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

「
病ヤ
マ

人フ
ト

」「
官ツ
カ
サ
ク
ラ
ヰ位
」「
新イ
マ
ノ

都
」「
乞カ
タ
イ食
」「
直ス
グ

」
な
ど
は
、版
本
『
流
水
抄
』

の
振
り
仮
名
に
一
致
し
て
い
る
。
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三
　『
流
水
抄
』
の
本
文
と
正
保
版
本
の
一
致

　

一
方
、
版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
と
正
保
版
本
が
一
致
す
る
②
の

中
で
注
目
す
べ
き
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。

②
「
流
」
と
「
正
」
の
本
文
が
一
致
し
、「
扶
」
の
み
異
な
る

　

【
本
文
４
】
正　

大
臣
公
卿
悉
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

移
・
り
給
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　

流　

大
臣
公
卿
こ
と
〴
〵
く
・
・
・
・
・
・
・
・
う

つ
り
給
ひ
ぬ
（
上
十
五
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

大
臣
公
卿
悉
・
・
・
・
・
摂
津攝
よ
り
京
に
イ
無

国
難
波
の
京
に

移
・
り
給
ひ
ぬ

　

【
本
文
５
】
正　

あ
ま
さ
へ
ゑ
や
ミ
打
・
・
・
・
そ
ひ
て

　
　
　
　
　
　

流　

あ
ま
さ
へ
え
や
ミ
う
ち
・
・
・つ
ゝ
き
そ
ひ
イ

そ
ひ
て

（
上
二
十
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

あ
ま
さ
へ
ええ
き
れ
い
イ
や
ミ
打
・
つ此
三
字
イ
無

ゝ
き
そ
ひ
て

　

【
本
文
６
】
正　

賞
罸
の
は
な
は
だ
し
き
を
か
へ
り
み
恩
・
の
あ

つ
き
を
お
も
く
す

　
　
　
　
　
　

流　

賞
罰
の
は
な
は
だ
し
き
を
か
へ
り
み
恩
・
の
あ

つ
き
を
お
も
く
す
（
下
十
四
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

賞
罸
の○

はイ
ニ
ナ
シな

は
た
し
く
・
・
・
・
・
恩
顧
の
あ

つ
き
を
ゝ
も
く
す

　
　
　
　
　
　

大　

賞
罰
・
ハ
ナ
ハ
タ
シ
ク
・
・
・
・
・
恩
顧
・
ア

ツ
キ
ヲ
サ
キ
ト
ス

福
原
遷
都
の
様
子
を
述
べ
た
【
４
】
は
、『
流
水
抄
』
の
本
文
が
、

扶
桑
拾
葉
集
本
の
独
自
本
文
に
一
致
し
な
い
例
で
あ
る
。『
流
水
抄
』

に「
摂
津
国
難
波
の
京
に
」の
箇
所
が
存
し
な
い
の
は
、こ
の
続
き
に
、

実
際
、
長
明
自
身
が
福
原
京
へ
訪
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
「
津
の
国
今

の
京
に
到
れ
り
」
と
い
う
本
文
が
見
え
る
た
め
で
、
こ
こ
は
表
現
の

重
複
を
避
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
養
和
の
飢
饉
の
深
刻

化
を
述
べ
た
【
５
】
で
も
、『
流
水
抄
』
の
本
文
は
、
正
保
版
本
に

共
通
の
「
う
ち
そ
ひ
て
」
と
い
う
簡
潔
な
表
現
を
採
る
一
方
、
扶
桑

拾
葉
集
本
や
三
条
西
家
本
な
ど
に
見
え
る
「
打
つ
ゝ
き
そ
ひ
て
」
の

本
文
の
形
が
異
本
注
記
と
し
て
傍
記
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
も
、
扶
桑

拾
葉
集
本
の
本
文
「
打
つ
ゝ
き
そ
ひ
て
」
の
「
つ
づ
く
」
と
「
そ
ふ
」

に
意
味
の
重
複
を
感
じ
た
た
め
に
、
そ
れ
を
『
流
水
抄
』
は
踏
襲
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
、草
庵
生
活
の
中
で
友
に
つ
い
て
述
べ
た
【
６
】
は
、

扶
桑
拾
葉
集
本
が
古
本
系
と
流
布
本
系
の
混
成
本
文
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
、版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
は
正
保
版
本
に
一
致
し
て
お
り
、

こ
こ
は
流
布
本
系
の
本
文
の
よ
う
に
「
か
へ
り
み
」
と
あ
る
ほ
う
が
、

説
明
が
整
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、版
本『
流

水
抄
』
は
草
庵
描
写
で
も
、
古
本
系
の
本
文
に
多
く
を
依
拠
す
る
扶

桑
拾
葉
集
本
で
は
な
く
、
流
布
本
系
の
本
文
を
採
っ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
も
、
古
本
系
の
草
庵
が
長
明
に
と
っ
て
必
要
最
低
限
の
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も
の
の
み
備
え
た
簡
素
な
住
居
と
し
て
描
か
れ
る
の
に
比
べ
て
、
流

布
本
系
の
草
庵
に
は
文
机
や
炭
櫃
、
薬
草
園
に
関
す
る
記
述
が
見
え

る
な
ど
、
そ
の
構
造
が
よ
り
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。

四
　『
流
水
抄
』
に
特
徴
的
な
本
文

　

次
に
、版
本
『
流
水
抄
』
に
特
徴
的
な
本
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
こ
も
草
庵
描
写
の
部
分
を
除
く
と
、
正
保
版
本
と
扶
桑
拾
葉
集
本

の
本
文
が
一
致
し
、『
流
水
抄
』
の
み
異
な
る
③
が
四
十
五
例
、
正

保
版
本
・『
流
水
抄
』・
扶
桑
拾
葉
集
本
の
三
本
の
本
文
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
④
が
八
例
で
あ
る
。
但
し
、
③
と
④
を
合
わ
せ
た
五
十
三
例

の
う
ち
、『
流
水
抄
』
の
本
文
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
異
本
注
記
の
一

致
す
る
例
が
、

　

【
本
文
７
】
正　

其
・
家
の
有
・
様
・
よ
の
つ
ね
な
ら
・
ず

　
　
　
　
　
　

流　

そ
の
家
の
あ
り
さ
ま
よ
の
つ
ね
にな
ら
す
イも

似
ず

（
下
二
ウ
～
三
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

其
・
家
の
有
・
様
・
よ
の
つ
ね
なに
も
似
す
イ

ら
・
す

の
よ
う
に
二
十
例
あ
り
、
合
計
の
約
四
割
を
占
め
る
。
た
と
え
ば
、

【
７
】
の
『
流
水
抄
』
の
本
文
「
よ
の
つ
ね
に
も
似
ず
」
は
、
大
福

光
寺
本
に
の
み
見
え
る
本
文
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
扶
桑
拾
葉

集
本
の
異
本
注
記
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
『
流
水

抄
』
で
は
、
大
福
光
寺
本
を
は
じ
め
古
本
系
統
に
一
致
す
る
箇
所
の

多
く
が
、扶
桑
拾
葉
集
本
の
異
本
注
記
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
ま
た
、

養
和
の
飢
饉
の
条
に
、

　

【
本
文
８
】
正　

あ
や
し
き
賤
・
山
が
つ
も
力
つ
き
て

　
　
　
　
　
　

流　
・
・
・
・
賤
・
山
が
つ
も
力
つ
き
て

（
上
二
十
一
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

あ
や
し
き
し
つ
山
か
つ
も
力
つ
き
て

と
あ
る
よ
う
に
、『
流
水
抄
』
本
文
の
誤
脱
や
単
純
な
誤
刻
と
見
ら

れ
る
も
の
が
八
箇
所
ほ
ど
あ
る
（
（（
（

。

　

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
版
本
『
流
水
抄
』
に
特
徴
的
な
本
文
が
他

の
二
本
に
比
べ
て
際
立
っ
た
相
違
を
示
す
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

も
の
の
、
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
も
の
を
、
以
下
に
掲
げ
る
。

③
「
正
」
と
「
扶
」
の
本
文
が
一
致
し
、「
流
」
の
み
異
な
る

　

【
本
文
９
】
正　

た
ゝ
水
の
泡
に
・
に
た
り
け
る

　
　
　
　
　
　

流　

た
ゞ
水
の
泡
にこ
そ
イ・

似
た
り
けけ
る
イり

（
上
九
ウ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

た
ゝ
水
の
泡
に
◦そ
イ

に
た
り
け
る

　

【
本
文
10
】
正　

す
べ
て
都
の
中
・
三
分
か
一
に
及
・
へ
り
と
ぞ

　
　
　
　
　
　

流　

す
べ
て
都
の
う
ち
三
分
か
二一
イ

に
お
よ
べ
り
と
ぞ

（
上
十
二
ウ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

す
へ
て
都
の
中
・
三
分
か
一
に
及
・
へ
り
と
そ

④
「
正
」・「
流
」・「
扶
」
の
三
本
の
本
文
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

　

【
本
文
11
】
正　

三
四
町
を
か
け
て
吹
ま
く
る
・
間
に

　
　
　
　
　
　

流　

三
四
町
を
か
け
て
吹
まま
ハ
る
ま
ゝ
イ

く
る
・・
に（
上
十
三
オ
）
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扶　

三
四
町
を
か此
三
字
イ
無

け
て
吹
ま
は
る
ま
ゝ
に

「
人
と
栖
」
の
生
滅
を
「
水
の
泡
」
に
喩
え
る
【
９
】
は
、
大
半
の

諸
本
が
「
水
の
泡
に
ぞ
似
た
り
け
る
」
と
い
う
係
り
結
び
の
構
文
に

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
正
保
版
本
と
扶
桑
拾
葉
集
本
で
は
「
水
の

泡
に
似
た
り
け
る
」と
い
う
係
り
結
び
の
崩
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、『
流
水
抄
』
は
そ
の
本
文
で
あ
る
「
泡
に
」
に
対
応
す
る
よ

う
に
、
文
末
が
「
け
り
」
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
正
保
版
本
と
扶
桑

拾
葉
集
本
の
文
末
「
け
る
」
を
異
本
注
記
と
し
て
傍
記
す
る
。
そ
の

結
果
、『
流
水
抄
』
の
「
に
そ
イ
」
と
「
け
る
イ
」
と
い
う
異
本
注

記
の
対
応
関
係
も
よ
り
適
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。次
の【
10
】は
、

安
元
の
大
火
の
結
末
部
分
で
、
火
災
の
焼
損
区
域
を
平
安
京
の
「
三

分
が
二
」
と
記
述
す
る
の
は
、
現
存
諸
本
で
は
『
流
水
抄
』
の
み
で

あ
る
。

　

ま
た
、
辻
風
の
被
害
を
描
写
し
た
【
11
】
は
、
三
本
の
本
文
が
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
場
合
で
、正
保
版
本
を
は
じ
め
多
く
の
諸
本
が「
吹

き
ま
く
る
間
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
流
水
抄
』
の
本

文
で
あ
る
「
吹
き
ま
く
る
」
に
一
致
す
る
の
は
加
賀
本
と
『
方
丈
記

諺
解
』
の
二
本
だ
け
で
、
扶
桑
拾
葉
集
本
の
独
自
本
文
「
吹
き
ま
は

る
ま
ゝ
」
は
異
本
注
記
の
形
で
見
ら
れ
る
。
こ
こ
は
加
賀
本
に
特
徴

的
な
本
文
が
版
本
『
流
水
抄
』
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
し
う

る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
事
例
は
ご
く
少
数
に
と
ど
ま
る
（
（（
（

。

五
　『
流
水
抄
』
の
異
本
注
記

　

最
後
に
、
版
本
『
流
水
抄
』
に
施
さ
れ
た
異
本
注
記
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
る
。『
流
水
抄
』
の
本
文
に
傍
記
さ
れ
た
異
本
注
記
は
、

計
八
十
一
箇
所
と
い
う
多
数
に
及
ん
で
い
る
。そ
の
内
訳
を
示
す
と
、

Ａ
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
に
一
致
す
る
も
の
が
二
十
七
例
、
Ｂ
扶
桑

拾
葉
集
本
の
異
本
注
記
に
一
致
す
る
も
の
が
三
十
五
例
、
Ｃ
正
保
版

本
の
本
文
に
一
致
す
る
も
の
が
三
十
三
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
合
計

が
八
十
一
を
超
え
る
の
は
、
た
と
え
ば
版
本
『
流
水
抄
』
の
異
本
注

記
が
、
前
掲
【
９
】
の
「
け
る
イ
」
の
よ
う
に
、
正
保
版
本
の
本
文

と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
と
の
両
者
に
共
通
す
る
場
合
も
十
四
箇
所

あ
る
な
ど
、
Ａ
～
Ｃ
の
重
複
す
る
事
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
（（
（

。
全
体

と
し
て
、
版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
に
傍
記
さ
れ
た
異
本
注
記
は
、

扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
と
そ
の
異
本
注
記
、
ま
た
、
正
保
版
本
の
本

文
の
い
ず
れ
か
を
採
る
こ
と
に
よ
り
ほ
ぼ
網
羅
し
う
る
。こ
の
他
に
、

Ａ
～
Ｃ
に
含
ま
れ
な
い
版
本
『
流
水
抄
』
に
特
徴
的
な
異
本
注
記
は
、

　

【
本
文
12
】
正　

則
た
ふ
れ
・
死
ぬ

　
　
　
　
　
　

流　

則
た
ふ
れ
ふ死
し
イし

ぬ
（
上
二
十
一
オ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

則
た
ふ
れ
ふ
し
ぬ

　

【
本
文
13
】
正　

其
・
余
波
し
ば
〳
〵
絶
・
ず

　
　
　
　
　
　

流　

そ
の
余
波
し
は
し〳
ハ
イ〵

た
え
ず
（
上
二
十
四
ウ
）

　
　
　
　
　
　

扶　

其
・
余
波
し
ハ
〳
〵
絶
・
す

と
い
う
右
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
養
和
の
飢
饉
で
、
困
窮
の
た
め
力
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尽
き
る
者
の
様
子
を
述
べ
た
【
12
】
は
、
正
保
版
本
が
「
死
ぬ
」
と

す
る
の
に
対
し
、
版
本
『
流
水
抄
』
と
扶
桑
拾
葉
集
本
は
古
本
系
諸

本
に
共
通
の
「
ふ
し
ぬ
」
を
採
る
。
し
か
し
、
版
本
『
流
水
抄
』
の

異
本
注
記
の
よ
う
に
「
死
し
ぬ
」
と
す
る
現
存
諸
本
は
な
い
。
ま
た
、

元
暦
の
大
地
震
の
余
震
に
つ
い
て
述
べ
た
【
13
】
は
、
三
本
と
も
そ

の
本
文
を
「
し
ば
し
ば
（
屡
）」
と
す
る
け
れ
ど
も
、『
流
水
抄
』
の

異
本
注
記
は
「
暫
く
は
」
と
い
う
意
の
「
し
ば
し
は
」
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
本
文
は
、
流
布
本
系
で
は
『
方
丈
記
首
書
』・『
方
丈

記
諺
解
』・『
方
丈
記
宜
春
抄
（
（（
（

』
の
諸
注
に
見
え
、
加
賀
本
の
本
文
も

ま
た
「
し
ば
し
ハ
」
と
表
記
す
る
。
昭
武
は
『
方
丈
記
首
書
』
を
参

照
し
て
い
（
（（
（

る
の
で
こ
こ
は
そ
の
影
響
と
も
、
加
賀
本
の
本
文
を
版
本

『
流
水
抄
』
の
異
本
注
記
に
継
承
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　

以
上
を
要
す
る
に
、
版
本
『
流
水
抄
』
は
、
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本

文
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
そ
れ
に
そ
の
異
本
注
記
と
正
保
版
本
と
を
折

衷
し
た
形
の
本
文
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
古
本
系
本

文
の
多
く
は
、扶
桑
拾
葉
集
本
か
ら
の
影
響
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

『
流
水
抄
』
は
、
純
粋
な
流
布
本
系
本
文
で
あ
る
正
保
版
本
や
扶
桑

拾
葉
集
本
と
は
ま
た
別
種
の
混
成
本
文
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
他
に
、『
流
水
抄
』
に
特
徴
的
な
本
文
も
見
ら
れ
る

も
の
の
、右
の
三
通
り
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
よ
う
な
本
文
は
な
く
、

ま
た
、
曲
翠
の
書
写
し
た
『
流
水
抄
』
の
草
稿
本
と
見
ら
れ
る
加
賀

本
独
自
の
特
色
も
反
映
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
槇
島
昭
武
が
多
く
の
異
本
を
参
照
せ

ず
と
も
、
扶
桑
拾
葉
集
本
を
底
本
と
し
て
そ
れ
に
正
保
版
本
を
校
合

す
れ
ば
、
版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
の
大
半
が
成
立
し
う
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本

文
と
そ
の
異
本
注
記
、
正
保
版
本
の
本
文
の
う
ち
、
版
本
『
流
水

抄
』
の
本
文
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
任
意
に
選
び
、
本
文
本

行
の
傍
ら
に
異
本
注
記
と
し
て
記
し
た
も
の
と
考
え
る
と
素
直
に
頷

け
る
。

　

こ
こ
で
、
小
林
祥
次
郎
「
槇
島
昭
武
伝
記
再
説
（
（（
（

」
末
尾
に
掲
げ
ら

れ
た
年
譜
に
よ
り
、
曲
翠
が
加
賀
本
を
書
写
し
て
か
ら
版
本
『
流
水

抄
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
昭
武
の
事
蹟
を
抄
出
す
る
に
、

　
　

元
禄
十
年（
一
六
九
七
）五
月　

膳
所
藩
士
の
菅
沼
曲
翠
が
『
方

丈
記
流
水
抄
』
の
未
定
稿
を
書

写
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
い
は
こ
の
前
後
に
致
仕
し

た
か
。

　
　

元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）三
月
『
北
越
軍
談
』
成
る
。

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
『
書
言
字
考
節
用
集
』
成
る
。

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

『
身
延
道
之
記
首
書
』
成
る
。

こ
れ
以
前
に
『
東
関
紀
行
』

の
注
釈
を
執
筆
。
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元
禄
十
七
年（
一
七
〇
四
）正
月
『
身
延
道
之
記
首
書
』
を
京
都

二
条
の
村
上
平
楽
寺
か
ら

刊
行
。

　
　

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
九
月
『
職
原
要
略
和
歌
』
成
る
。

　
　

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
春　

『
方
丈
記
流
水
抄
』
成
る
。

　
　

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
八
月
『
方
丈
記
流
水
抄
』
を
京
都
と

江
戸
の
書
肆
か
ら
刊
行
。

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
禄
後
半
か
ら
宝
永
年
間
に
か
け
て
、

昭
武
は
『
流
水
抄
』
以
外
に
も
『
書
言
字
考
節
用
集
』
や
『
身
延
道

之
記
首
書
』
を
著
す
な
ど
、
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
昭
武
は
膳
所
藩
の
本
多
家
に
右
筆
と
し
て
仕

え
て
い
た
け
れ
ど
も
、『
書
言
字
考
節
用
集
』
の
「
標
題
」
に
「
退

キ
テ
市
ニ
在
ル（

（（
（

」、
版
本
『
流
水
抄
』
の
「
標
題
」
に
「
駒
谷
散
人

槇
島
昭
武
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
職
を
辞
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
後
者
の
「
標
題
」
に
は
「
官
家
の
蔵
書

を
も
つ
て
、
本
文
を
校
合
し
」
と
も
見
え
、
こ
の
「
官
家
」
が
あ
る

い
は
本
多
家
を
さ
す
の
か
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
蔵
書
の
中

に
『
扶
桑
拾
葉
集
』
も
含
ま
れ
て
い
た
。
元
禄
十
年
の
加
賀
本
の
段

階
で
、
そ
の
注
釈
部
分
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
進
捗
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宝
永
三
年
ま
で
の
間
に
、
昭
武
が
版
本
『
流
水
抄
』
を
加
賀

本
に
よ
ら
ず
、
こ
れ
に
正
保
版
本
を
校
合
し
、
本
文
の
校
訂
作
業
を

行
う
こ
と
は
時
間
的
に
も
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
注
〉

（
１
）　

簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』（
豊
島
書
房
、
一
九
六
九
年
）
の
解

題
三
一
頁
に
「
流
水
抄
は
、
刊
行
さ
れ
た
方
丈
記
注
釈
書
の
中
で
、
一
番

最
後
に
出
た
も
の
で
あ
り
、諸
注
の
集
成
的
位
置
に
立
つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。

以
下
、『
方
丈
記
』
の
古
注
釈
書
の
本
文
に
つ
い
て
も
、
同
書
を
参
照
し
た
。

（
２
）　

鈴
木
知
太
郎
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」（
鈴
木
知
太
郎
校
異
『
方
丈
記
』
武

蔵
野
書
院
、
一
九
五
九
年
）
四
四
～
四
五
頁
に
、
扶
桑
拾
葉
集
本
は
正
保

版
本
を
底
本
と
し
、「
そ
の
校
訂
に
当
た
っ
て
、
大
福
光
寺
本
（
ま
た
は
そ

の
転
写
本
）
の
ほ
か
に
、
⑸
の
三
条
西
公
正
氏
旧
蔵
本
（
一
）、
あ
る
い
は

そ
れ
と
同
じ
本
文
の
も
の
が
用
い
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
併
せ
て
、
簗
瀬
一

雄
「
方
丈
記
伝
本
考
」（『
鴨
長
明
研
究
』
加
藤
中
道
館
、
一
九
八
〇
年
）、

草
部
了
円
「
扶
桑
拾
葉
集
本
方
丈
記
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
方
丈
記
諸
本

の
本
文
校
定
に
関
す
る
研
究
』
初
音
書
房
、
一
九
六
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
３
）　

吉
澤
義
則
『
本
文
校
異　

方
丈
記
諸
抄
大
成
』（
立
命
館
出
版
部
、

一
九
三
三
年
）
二
六
頁
。

（
４
）　

講
談
社
刊
、
一
九
四
八
年
、
一
〇
九
頁
。

（
５
）　
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
―
五
、
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
五
月
、

一
三
九
頁
。

（
６
）　

請
求
記
号
、
加
一
〇
五
三
〇
。

（
７
）　
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
四
十
集
（
新
典
社
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
８
）　

以
下
、版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
は
、注
（
１
）
前
掲
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』

及
び
「
享
保
四
年（
マ
マ
）

已
亥
仲
秋
穀
且
／
心
斎
橋
筋
順
慶
町
／
柏
原
屋
与
左
衛

門
」
の
刊
記
を
有
す
る
架
蔵
本
に
、
扶
桑
拾
葉
集
本
（
刈
谷
市
中
央
図
書

館
村
上
文
庫
蔵
の
版
本
、
請
求
記
号
Ｗ
一
〇
七
二
／
一
二
）
に
、
正
保
版

本
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
請
求
記
号
八
五
七
―

八
〇
）
に
よ
り
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

（
９
）　

武
蔵
野
書
院
刊
、
一
九
六
五
年
。
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（
10
）　

加
賀
本
も
ま
た
正
保
版
本
と
同
じ
く
こ
の
一
文
を
欠
く
も
の
の
、
そ
の

脱
落
し
て
い
る
行
間
に
「
◦
或
は
去
年
焼
今
年
作
り
イ
」
と
、
こ
れ
を
補

入
す
る
旨
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

（
11
）　

こ
こ
は
、
注
（
２
）
前
掲
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」
四
四
頁
が
、
扶
桑
拾

葉
集
本
の
異
本
注
記
に
つ
い
て
、「
そ
の
傍
書
が
、
い
ち
じ
る
し
く
大
福
光

寺
本
系
統
の
側
に
多
い
の
は
、
底
本
に
用
い
た
正
保
板
本
を
重
く
見
た
、

本
書
の
校
訂
態
度
の
あ
ら
わ
れ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
指
摘
し

て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
。

（
12
）　

上
十
九
オ
「
秋
川○

冬
収
る
ぞ
め
き
は
な
し
」
や
上
二
十
三
ウ
「
都
の
ほ

と
り
に
ハ
在
々
所
々
堂
舎
廟○

○
塔
」、
下
三
オ
「
更
に
他
の
用
塗○

い
ら
ず
」（
○

の
部
分
が
誤
刻
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
13
）　

加
賀
本
に
特
徴
的
な
本
文
と
版
本
『
流
水
抄
』
の
本
文
が
一
致
す
る
例

と
し
て
は
、
細
部
の
表
現
で
あ
る
も
の
の
、
草
庵
生
活
の
粗
衣
に
つ
い
て

述
べ
た
下
十
五
オ
に
「
人
に
ま
じ
らろ
ハ
イハ
ざ
れ
ば
す
が
た
を
は
づ
る
悔
も
な

し
」
と
あ
る
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
諸
本
で
傍
線
部
に
一
致
す
る

の
は
前
田
家
本
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
異
本
注
記
の
み
で
、
こ
こ
が
正
保
版

本
で
は
「
人
に
ま
し
ハ
ら
ざ
れ
ハ
」、
扶
桑
拾
葉
集
本
で
は
「
人
に
ま
しら
イろ

は
さ
れ
ハ
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
14
）　

詳
細
な
内
訳
を
多
い
順
に
示
す
と
、
扶
桑
拾
葉
集
本
の
異
本
注
記
に
一

致
す
る
の
が
三
十
三
例
、
正
保
版
本
の
本
文
に
一
致
す
る
も
の
が
十
七
例
、

正
保
版
本
の
本
文
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
の
両
者
に
一
致
す
る
も
の
が

十
四
例
、
扶
桑
拾
葉
集
本
の
本
文
に
一
致
す
る
も
の
が
十
三
例
、
正
保
版

本
の
本
文
と
扶
桑
拾
葉
集
本
の
異
本
注
記
の
両
者
に
一
致
す
る
も
の
が
二

例
で
あ
る
。

（
15
）　
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
は
そ
の
注
記
に
「
し
は
し
は
と
は
暫
の
字
な
り
」
と

あ
る
の
で
、「
し
ば
し
は
」
と
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
解
釈
大
成
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
二
年
）

一
二
五
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
16
）　

版
本
『
流
水
抄
』
の
「
標
題
」
末
尾
に
「
是
よ
り
前
、首
書
〈
山
岡
元
隣
子
〉

泗
説
〈
貞
徳
高
弟
加
藤
盤
斎
〉
等
の
抄
出
あ
り
て
、
世
の
人
も
て
あ
そ
ぶ

と
い
へ
ど
も
、
た
ゞ
本
拠
の
あ
ら
ま
し
而
巳
に
て
、
文
意
の
深
切
を
解
す

る
事
な
し
」
と
あ
る
。

（
17
）　
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
四
二
、二
〇
〇
六
年
二
月
。
併
せ
て
、
小
林
祥

次
郎
「
槇
島
昭
武
と
そ
の
著
述
」（
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
『
書
言
字
考

節
用
集　

研
究
並
び
に
索
引
』
風
間
書
房
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
18
）　
『
書
言
字
考
節
用
集
』
の
引
用
は
、
注
（
17
）
前
掲
『
書
言
字
考
節
用
集

　

研
究
並
び
に
索
引
』
所
収
の
影
印
に
よ
り
、
私
に
訓
読
を
施
し
た
。

（
お
か
や
ま　

た
か
ひ
ろ
）


